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市内各地で開催されたイベントなどを写真と文章で紹介するコーナーです。

あじさい広場 ミュージックベルの会
（ 月 日 八郷地区）4 7

大正琴とハンドベルで、童謡や唱歌などを演奏するミュ
ージックベルの会。和気あいあいとした雰囲気の中、「さく
らさくら」など 曲を練習しました。メンバーの皆さんは6
真剣な表情で手づくりの楽譜を見つめ、カラフルなベルを
揺らして軽やかな音色を響かせていました。

四日市あすなろう鉄道小古曽駅の塗装ボランティア
（ 月25・26日 内部地区）3

快晴の中、地区社会福祉協議会や小古曽町自治会をはじめと
する延べ114人の内部地区の皆さんが小古曽駅をきれいにしよ
うと集まりました。地元の塗装業者と協力し、駅舎や鉄柵の塗装
のほか、駅ホームの樹木剪定、駅周辺の清掃などを行いました。

四日市あすなろう鉄道は、このような地域の皆さんのボランテ
ィア活動に支えられています。

今年度の表紙のテーマは、「よっかいちのいいところ」です。
四日市の魅力を再発見し、まちをより好きになってもらえるよう、「よっかいちの

いいところ」を紹介します。

「四日市」の名称は、室町時代から毎月 日に市（いち）が4
開かれたことがその由来といわれています。今号の表紙は、
現在、市内にある定期市の中で最も規模が大きく歴史のある
三滝川慈善橋市場です。このほかにも、市内各所で、魅力と
特色ある定期市が開かれています。詳しくは、市ホームページ

（■■■HPｈｔｔｐ://ｗｗｗ5.ｃｉｔｙ.ｙｏｋｋａｉｃｈｉ.ｍｉｅ.ｊｐ/ｍｅｎｕ91820.
ｈｔｍｌ）をご覧ください。

市歌とは、昭和32年の市制60周年を記念し
て、市民がさまざまな場面で愛唱することがで
きるようにという趣旨で作られた歌です（作
詞：佐々木信綱 作曲：伊藤亘行）。
この市歌を市民の皆さんがより身近に感じて

いただけるよう、このたび、暁高校合唱部の皆
さん、市内で医師としてもご活躍の歌手、結里花
さんを迎え、 種類のバージョンを制作しました。2

市のホームページ（■HPｈｔｔｐ：//ｗｗｗ5.ｃｉｔ
ｙ.ｙｏｋｋａｉｃｈｉ.ｍｉｅ.ｊｐ/ｍｅｎｕ68019.ｈｔｍｌ）
から聴くことができます。また、イベントなど
で活用していただけるよう、貸出用ＣＤもご用
意しています。
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四日市市の「市歌」をご存じですか


